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地域に貢献しようとする姿

校長 寒河江 正人

晴れ渡る青空、本日より６月スタート。

初夏らしい爽やかな空気につつまれています。

生徒諸君、

昨日の「さくらんぼマラソン集会」、ごくろうさんでした。

６月４日の大会当日に向けて、着々と「準備・打ち合わせ」等が進んでいますね。

準備の様子が、本日の「山形新聞（１２面・内陸情報コーナー）」に掲載されました。

他県のランナーを激励する応援カードを作っている姿。

実に、いい表情ですねえ。

もう見ましたか？

さらに、

生徒諸君の様子が、夕方の山形放送「ＹＢＣ・Ｎews every」で放送されました。

これまた、インタビューを受けた生徒諸君の「うけこたえ」が、すばらしい！！

さすが、神中生！！

見逃した人は、ＹＢＣ山形放送のホームページから入って、視聴できますよ。

ぜひ、みてくださいね。

さて、

今、取り組んでいる「生徒諸君の活動」は、「地域貢献のボランティア活動」です。

本校教育スローガン「Think global, Act local. Be a glocalian.」に掲げるとおり、

地域貢献の姿は、多種多様です。

１. 「ランナー」として参加するも、よし。

２. 「給水所の業務」として参加するも、よし。

３. 大会コースの沿道で、「ランナーに声援をおくる」のも、よし。

大切にしてもらいたいことは、「おもてなしの心で、互いに交流する」ということ。

当日は、楽しい楽しい一日にしましょう。


